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ブ

イ

ジ
ー

人

と

キ

リ

ス
ト
教

キ

リ

ス
ト

教

と

「
他

界

観

」

そ

の
H

キ
リ
ス
ト
教
活
動
の
実
状
と
ブ
イ
ジ
ー
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ

フ
ィ
ジ
ー
に
キ
リ
ス
ト
教

が
始
め
て
拠
点
を
持

つ
た
の
は

一
五
〇-
年
前
で
あ

る
。
前
論
文

「キ
リ
ス
ト
教
と

『他

界
観
』」

(本
誌
七
号
)
で
述
べ
た
如
く
、

フ
ィ
ジ
ー
で
は
キ
リ
ス
ト
教
は
ま
ず
大
首
長
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
大
首
長
の

改
宗
と
同
時
に
臣
下
の
小
首
長
達
と
支
配
下
に
あ
る
全
村
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

な

っ
た
。
現
在
で
は
フ
ィ
ジ
ー
人
全

て
が
キ
リ

ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
村
落
内
で

キ
リ
ス
ト
教
会
に
関
係
す
る
予
算
は
、
村

の
予
算
を
上
回

っ
て
い
る
。
教
会
活

動
は
、
村
人

の
生
活
の
中
に
し

っ
か
り
根
を
お
ろ
し
、
社
会
生
活

の
リ
ズ
ム
の

基
調
と
な
り
、
精
神
的
な
支
え
と
な

り
、
か

つ
フ
ィ
ジ
ー
人
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
般
皿と
な

っ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
人

口
の
半
分
以
上
を
占
め
る
イ

ン
ド
人
移
民
を
抱
え
る
ω
複
合

社
会
に
お
け
る
信
仰
と
昌
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に

つ
い
て
ま
ず
述
べ
る
。

次
に
首
長
-
平
民
と

い
う
上
下
関
係
、
対
等
者
同
士
の
関
係
な
ど
②
社
会
関
係
に

見
ら
れ
る

「気
前

の
良
さ
」
を
名
誉
と
考
え
る
信
条
と
、
㈹
儀
礼
的
関
係
に
見

ら
れ
る
伝
統
ー
首
長
制
擁
護
の
心
情
が
、

フ
ィ
ジ
i
人
の
拠
り
所
と
な

っ
て
い

る
こ
と
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
ω
フ
ィ
ジ
ー
文
化
を
積
極
的
に
擁

護
、
発
展
さ
せ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教

の
活
動
を
述
べ
、
フ
ィ
ジ
ー
文
化
ー
キ
リ

ス
ト
教
と
い
う
等
式
が
成
立
し
、
そ
れ
が
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
盤

と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
き
た
い
。

ω
複
合
社
会
と
信
仰
ー

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題

フ

ィ

ジ

ー

に
は

、

メ

ソ

デ

ィ

ス

ト

、

カ

ト

リ

ッ
ク

、

セ

ヴ

ン

ス

・
デ
イ

・
ア

ド

ヴ

ァ

ン
テ

ィ

ス
ト

、

ア

セ

ン
ブ

リ

ィ
ズ

・
オ

ヴ

・
ゴ

ッ
ド

等

の
他

に
も

多

く

の
キ

リ

ス
ト

教

の
宗

派

丁
)が

あ

る

。

し

か
し

ほ

と

ん

ど

の
宗

派

で
は

、

宗

派

は

違

っ
て
も

皆

キ

リ

ス
ト

教

だ

と

、

分

裂

よ

り

も

連

帯

を

強

調

し

て

い
る

。

特

に

キ

リ

ス
ト

教

徒

の

七

四

パ

ー

セ

ン
ト

を

占

め

る

メ

ソ

デ

ィ

ス
ト

派

は

、

村

在

住

の
他

の
宗

派

の
信

者

に
寛

容

で
あ

り
、

ク

リ

ス

マ
ス
前

の
連

夜

の
ミ

サ

で

は
、
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一
夜
か
二
夜
他
宗
派

の
説
教
者
を
招

い
て
儀
礼
を
ま
か
せ
て
い
る
所
も
あ
る
。

「宗
派
は
違

っ
て
も
皆
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
る
」。
こ
の
言
葉
に
は
、
宗
派
は
違

っ
て
も
皆

フ
ィ
ジ
ー
人
で
あ
り
、
共

に

一
つ
村
に
住
む
仲
間
で
あ
る
と
い
う
言

外
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ジ
ー
は
多
民
族
国
家
で
あ
る
。
国
は
土
着
の
フ
ィ
ジ
ー
人

の
も

の
で
あ

り
、
土
地
の
入
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

が
彼
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
人
口
の
半
数

以
上
は
、
英
国
植
民
地
時
代
の
統
治

政
策
の
下
で
南
部
イ

ン
ド
か
ら
移
民
し
て

来
た
イ

ン
ド
人
の
子
孫
が
占
め
て

い
る
。
彼
ら
は
フ
ィ
ジ
ー
の
商
業

・
経
済
の

ほ
と
ん
ど
を
握

っ
て
お
り
、
彼
ら

が

フ
ィ
ジ
ー
を
南
太
平
洋
諸
国

の
中
で
政

治

・
経
済
面
で
の
中
心
的
な
国
、に
し

て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
ド

人
以
外
に
も
、
今
だ
に
植
民
地
時
代

か
ら

の
影
響
力
を
持
つ
英
国
、
経
済
的
影

響
力
を
及
ぼ
す
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

ア
メ
リ
カ
等
の
白
人
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
雑

貨
屋
を
営
む
中
国
人
、
留
学
や
働
き

に
来
て
い
る
南
太
平
洋
諸
国

の
人
々
が
い

る
。

こ
の
中
で
宗
教
的
に
特
に
問
題

と
な
る
の
は
、
イ

ン
ド
人
で
あ
る
。
ヒ
ン

ド

ゥ
教
徒
が
入
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒

一
五
パ
ー
セ
ン
ト

2̂
v
(キ
リ

ス
ト
教
徒
は
四
パ
ー
セ
ン
ト
)
で
あ

り
、
全
員
が
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
あ
る
フ
ィ

ジ
ー
人
に
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
や
イ

ス
ラ
ム
教
は
全
く

の
異
教
で
あ
り
、
そ
の
教

義
や
行
事
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

理
解
を
示
し
て
い
な

い
。

政
治
的
に
は
、
与
党
も
第

一
野
党
も

フ
ィ
ジ
ー
人
と
イ
ン
ド
人
と
の
協
力

・

共
存
を
主
張
し
、
イ

ン
ド
人
追
放
を

叫
ぶ
フ
ィ
ジ
i
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
前

回
の
選
挙
で
国
会
の
議
席
を
失

っ
て
い
る
。
現
在
首
相
と
総
督
は
フ
ィ
ジ
ー
土

着

の
い
く
人
か
の
有
力
な
首
長
達

か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
大
臣
や
政
府
の
要
職

は
フ
ィ
ジ
ー
人
と
イ

ン
ド
人
が
分
担

し
て
い
る
。
こ
の
両
者
が
衝
突
す
る
場
所

は
、
役
所
や
職
場
で
あ
る
。
特
に
上
司
に
イ
ン
ド
人
を
持
つ
フ
ィ
ジ
ー
人
は
、

不
満
と
憤
懣
を
抱
い
て
い
る
。
職
場
を
や
め
て
も
、
村
に
帰
れ
ば
気
楽
な
生
活

が
待

っ
て
い
る
フ
ィ
ジ
ー
人
に
は
、
日
頃

の
不
満
を
酒
の
席
で
爆
発
さ
せ
、
上

司
を
殴

っ
て
や
め
て

い
っ
た
と
い
う
話
が
尽
き
な

い
。

フ
ィ
ジ
ー
人
が
生
活
「を

送

っ
て
い
る
村
落
と
い
う
時
間
と
空
間
内
で
は
、
イ

ン
ド
人
が
介
入
し
て
く
る

領
域
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
イ

ン
ド
人
の
雑
貨
屋
で
の
買
物
や
、
イ

ン
ド
人
運

転
手
の
バ
ス
へ
の
乗
車
等
、
常
に
村
の
境
界
部
分
で
の
接
触

に
し
か
過
ぎ
な

い
。

ま
た
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
イ
ン
ド
人
に
土
地
を
貸
し
て
い
る
氏
族
も
あ
る
が
、

彼
ら
は
主
に
地
方
の
土
地
管
理
局
を
通
し
て
交
渉
を
し
て
お
り
、
直
接
的
な
関

係
を
持

つ
こ
と
は
な

い
。
た
だ
例
外
的
に
、
フ
ィ
ジ
ー
人
が
自
氏
族
か
ら
土
地

を
借
り
、
そ
れ
を
イ

ン
ド
人
小
作
に
耕
さ
せ
る
と
い
う
場
合
に
だ
け
個
人
的
な

関
係
が
生
じ
て
い
る
。

フ
ィ
ジ
i
人
社
会
は
常
に
外
に
開
か
れ
て
い
る
が
、
私
生
児
の
問
題
は
深
酷

で
あ
る
。
筆
者
の
滞
在
し
た
村

で
は
独
身
の
二
十
才
以
上
の
娘
に
は
必
ず

一
人

か
そ
れ
以
上
の
私
生
児
が
い
た
。
子
供
達
は
皆
祖
父
母
の
実
子
と
し
て
登
録
さ

れ
、
私
生
児
と
し
て
の
不
便
を
蒙
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
父
親
と
し
て
は

フ
ィ

ジ
ー
人

の
ほ
か
、
白
人
、
日
本
人
な
ど
が
い
る
が
、
イ
ン
ド
人
と
の
混
血
は
ほ

と
ん
ど
見
か
け
ら
れ
な

い
。
結
婚
相
手
と
し
て
白
人
は
勿
論
多
い
が
、
異
教
徒

で
あ

っ
て
も
中
国
人
と
の
例
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
イ

ン
ド
人
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
そ

の
主
な
原
因
は
イ
ン
ド
人
社
会
に
あ
る
。
イ

ン
ド
人
に
と

っ
て

異
教
徒
と
は
排
除
す

べ
き
対
象
で
あ
り
、

フ
ィ
ジ
ー
人
男
性
と
結
婚
し
た
イ

ン

ド
人
娘
を
親
族

一
同
が
非
難
し
、
夫

の
村
に
追

い
や

っ
た
事
例
が
あ
る
。
彼
女

は
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
、

フ
ィ
ジ
i
人
の
村
に
住
ん
で
い
る
。
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フ
ィ
ジ
ー

・
イ
ン
ド
人
は
、

一
八
七
四
年
に
フ
ィ
ジ
ー
が
英
国
に
国
を
移
譲

し
た
後
、
植
民
地
政
策

の
下
で
、
労

働
力
と
し
て
五
年
契
約
で
徴
集
さ
れ
た
イ

ン
ド
南
部
か
ら
の
移
民
の
子
孫
で
あ

る
。
一
八
七
九
⊥

.九

一
六
年

の
間
に
六
万

人
が
や

っ
て
来
た
(3)。
彼
ら
は
契
約
終
了
後
も

フ
ィ
ジ
ー
に
残
り
、
そ
の
子
孫

が
今
で
は
土
着

の
フ
ィ
ジ
i
人
の
人

口
を
上
回

っ
て
い
る

、̂
v。
面
積
は
四
国
程

の
広
さ
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

フ
ィ
ジ
i
人
が
氏
族

(ヨ
讐
9
ひq
効
ε

単
位
で
所

有
し
、
売
買
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。
通
常
イ

ン
ド
人
農
夫
は
三
十
年
単

位
で
土
地
を
借
り
て
い
る
。
契
約
更
新
時
に
再
び
契
約
を
更
新
で
き
る
保
証
が

な
く
、
土
地
を
離
れ
て
都
市
で
商
売
を
始
め
る
イ
ン
ド
人
が
多
い
。

現
代

で
は
三
世
代
以
上
経

つ
イ

ン
ド
人
移
民
の
若
者
達
は
、
も
は
や
ヒ
ン
ド

ゥ
語
を
会
話
程
度
し
か
話
せ
な
く
な

っ
て
い
る
。
宗
教
は
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ン
ド

ゥ
教
徒

だ
が
、
選
挙
な
ど
の
特
別
な
機
会
や
南
イ
ン
ド
系

の
寺
院
が
行
な
う
火

渡
り
等

の
機
会
が
な

い
限
り
、
強
く
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
と
の
報
告
が
あ

る

5̂
v。し
か
し
、
対
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
対
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
関
係
で
は
、
宗
教

が
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
と
は
言
え
な

い
。

フ
ィ
ジ
ー

・
イ
ン
ド
人
に
と

っ
て
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
殊
更
は

強
調
す

べ
き
基
盤
が
な
く
な

っ
て
い
る
現
実
が
、
フ
ィ
ジ
ー
人
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
殊
更
叫
ぶ
必
要
性
を
感
じ
さ

せ
ぬ
原
因
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、

フ
ィ
ジ
i
文
化
は
土
地
の
文
化
で
あ

り
、
土
地
制
度
と
村
落
生
活
が
崩
壊
し
な

い
限
り
、
文
化
的
基
盤
は
健
在
で
あ

り
、
必
要
な
時

に
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
強
力
な
支
え
と
な
る
。
こ
の
土
地

の
文
化
を
包
み
込
ん
で
い
る
の
が
、
キ
リ

ス
ト
教
会
で
あ
る
。
特
に
メ
ソ
デ
ィ

ス
ト
と
カ
ト
リ

ッ
ク
は
、
教
義
も
規
制
も

ゆ
る
や
か
で
、
土
地
の
風
習
を
認
め
、
古

い
信
仰
を
決
し
て
認
め
て
は
い
な

い

が
、
存
在
を
黙
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
H

フ
ィ
ジ

i
文
化
と
い
う
等
式
が
成
立
す
る
実
状
が
あ
る
。

②
社
会
関
係
と
そ
れ
を
支
え
る

「
ソ
リ

(贈
与
)」
の
信
条

ー

社
会
構
造
と
教
会
組
織
ー

②
社
会
構
造

(i
)
垂
直
軸
上
の
関
係

フ
ィ
ジ
ー
の
社
会
関
係
は
、
首
長
-
臣
下
と

い
う
垂
直
軸
上

の
関
係
と
、
対
等

な
氏
族
間
、
氏
族
内
の
水
平
軸
上
の
関
係
と
に
よ

っ
て
織
り
な
さ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ジ
ー
社
会
全
体
を
見
る
と
、
垂
直
軸
上
で
は
、
二

つ
の
構
造
が
重
層
的

に
存
在
℃

て
い
る
。

一
方
は
、
他
民
族
を
も
含
め
た
全
国
的
な
行
政
組
織
で
、

首
相
、
大
臣
、
役
人
、
地
方
長
官
、
各
村

の
村
役
と

い
う
系
列
を
た
ど
る
。
村

で
は
働
き
ざ
か
り
の
三
十
代
後
半
か
ら
四
十
代

の
既
婚
の
男
性
が
村
役

(ε
雫

鋤
ひq
鋤
巳

犀
自
o
)
に
選
ば
れ
る
。
こ
れ
は
名
誉
職
で
、
地
方

の
行
政
機
関
と
村
と

の
橋
渡
し
役
で
あ
る
。
村
で
は
村
会
の
開
催
を
知
ら
せ
た
り
、
村
全
体
の
仕
事

に
男
達
を
呼
び
集
め
る
役
を
す
る
。
村
役
は
そ
の
役
割
だ
け
が
決
ま

っ
て
お
り
、

地
位
は
明
確
で
は
な
い
。
年
令
的
に
各
氏
族
長
よ
り
若

い
者
が
任
命
さ
れ
る
の

で
、
仕
事
の
内
容
と
は
別
に
年
長
者
よ
り
な
る
氏
族
長
会
議

の
成
員
よ
り
下
の

位
置
に
な
る
。

も
う

一
つ
の
構
造
は
、
大
首
長
を
頭
に
頂
く
伝
統
的
な
首
長
制
で
あ
る
。
フ

ィ
ジ
ー
に
は
外
来
王
の
伝
説
が
多
く
あ
る
。
筆
者
が
実
地
調
査
を
し
た
ヴ
ィ
テ

ィ

・
レ
ヴ
本
島
東
海
岸

に
あ
る
ヴ
ィ
ワ
島
で
は
、
先
住
の
三
氏
族
が
住
ん
で
い

た
所
を
、

ロ
コ
・
ト

ゥ
イ

・
ヴ
ィ
ワ
が
征
服
し
た
。
そ
の
後
戦
士
と
大
工
の
氏
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族
を
呼
び
寄
せ
た
。
現
在
ま
で
土
地

の
首
長
を
中
心
と
す
る
三
氏
族
と

ロ
コ
・

ト
ゥ
イ

・
ヴ
ィ
ワ
と
い
う
由
緒
あ
る
大
首
長
を
中
心
と
す
る
三
氏
族
が
、
ヴ
ィ

ワ
島
に
住
ん
で
い
る
。
現
在
で
は
大

首
長
の
称
号
継
承
権
を
持
た
ぬ
人
物
を
除

い
て
は
、
特
別
に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
特
に
氏
族
間
で
は
、
関
係
は
対
等

で
あ
る
。

大
首
長
や
土
地
の
首
長
が
村
に
居

る
場
合
に
は
、
村
内
の
地
位
は
、
大
首
長

(
ロ
コ
・
ト

ゥ
イ

・
ヴ
ィ
ワ
)
1
土
地
の
首
長

(サ
ウ

・
ト
ゥ
ラ
ン
ガ
)
1
氏
族

長
-
村
民
と
い
う
順
序

に
な
る
。
し

か
し
、
年
長
者
は
こ
の
世
襲
的
な
地
位
を
超

え
て
尊
敬
さ
れ
る
。
こ
こ
に
階
層
原

理
と
年
長
原
理
の
二
つ
が
見
ら
れ
、
両
者

が
重
な

つ
た
最
高
位
に
ロ
コ

・
ト

ゥ
イ

・
ヴ
ィ
ワ
が
居
る
。
キ
リ
ス
ト
教
以
前

な
ら
大
首
長
が
村
民
の
生
殺
与
奪

の
権
利
を
持

っ
て
い
た
が
、
現
代

で
は
単
な

る
象
徴
的
存
在
に
す
ぎ
ぬ
首
長
も
多

い
。
土
地
を
ホ
テ
ル
に
貸
し
て
い
る
首
長

と
か
、
由
緒
が
あ
り
か

つ
学
歴

の
あ

る
首
長
に
は
、
土
地
の
リ
ー

ス
料
が
優
先

的
に
入

っ
て
き
た
り
、
政
府
内
で
要
職
に
つ
く
機
会
が
あ
る
。
し
か
し
大
部
分

の
首
長
は
、
儀
礼
的
贈
与
交
換

の
場
合
に
そ
の
存
在
が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る

だ
け
で
あ
る
。
現
在

で
も
各
地
域
の
最
高
首
長
の
名
の
下
で
品
物
が
集
め
ら
れ
、

交

換
さ
れ
、
再
分

配
さ

れ
る
。

フ
ィ
ジ
ー

に
は
昔

い
く

つ
か

の
勢

力
圏

(目
讐
拿。
耳

ロ
)
(6)が
あ

っ
た
。
ヴ
ィ
ワ
島
は
隣
島

の
ム
バ
ウ
島
を
中
心
と
す
る

マ
タ

ニ
ツ
に
属
し
、
ム
バ
ウ
島
に
と

っ
て
の
最
も
有
力
な
同
盟
村
で
あ

っ
た
。

現
在
で
も

ム
バ
ウ
島
で
全
国
規
模

の
贈
与
交
換
が
あ
る
時
に
は
、
昔
の
マ
タ

ニ

ツ
単
位
で
品
物
が
集
め
ら
れ
、
交
換

さ
れ
る
。

マ
タ

ニ
ツ
も
戦
争
時
代
に
は
大

き
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
が
、
今
で
は
首
長
同
様
、
地
域
の
連
帯
を
示
す
象
徴

と
な

っ
て
お
り
、
大
き
な
交
換
の
機
会
で
も
な

い
限
り
実
際
に
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ジ
i
社
会

で
は
首
長
を
頂
点
と
す
る
社
会
構
造
が
、
垂
直
軸
上
の
関
係

を
規
定
し
、、敬
語
体
系

(尊
敬
を
示
す
複
数
形
や
、.ω鋤
冨

、.と

い
う
敬
語
の
使
用
)

や
様

々
な
敬
意
を
示
す
行
為

(片
膝
を

つ
い
て
手
を
三
回
叩
く
)
な
ど
が
、
文

化

の
体
系
の
中
に
深
く
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
キ
リ
ス
ト
教
会
も
、

布
教

の
戦
略
的
理
由
と
、
宣
教
師
の
本
国
も
王
制
で
あ
る
と
い
う
事
情
か
ら
、

首
長
制
を
全
面
的
に
認
め
て
い
た
(7
∀。

(・11
)
水
平
軸
上

の
関
係

水
平
軸
上
に
見
ら
れ
る
社
会
関
係

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
互
酬
性
が
見

ら
れ
る
。
観
察
者
に
は
、
日
常
生
活

で
の
貸
し
借
り
は
長

い
間
に
は
ほ
ぼ
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
る
と
説
明
し
得
る
。
し
か
し
、
行
為
者
は
、
与
え
る
こ
と

(ωo
一一)

を
強
調
す
る
。
自
分
か
ら
頼
み
に
行
く
こ
と

(罵
興
Φ
吋
奠
Φ
)
が
語
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
。
ま
た
、
フ
ィ
ジ
i
人
全
体
に
言
え
る
こ
と
だ
が
、
知
人
や
親
類
か
ら

何

物
か
を
頼
ま
れ
た
時
、
そ
の
品
物

が
あ

る
の
に
与

え
な

い
こ
と
は

「
恥

(ヨ
巴
舞
)
」
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
与
え
る
こ
と
を
義
務
と
考
え
て
い
る

の

で
フ
ィ
ジ
ー
人
の
商
売
は
、
特
に
雑
貨
店
の
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
代
金
の

回
収
が
で
き
な
く
て
失
敗
し
て
い
る
。

こ
れ
が
フ
ィ
ジ
ー
人
の
生
活
を
低

い
水
準
で
平
均
化
し
て
い
る
と
批
判
を
受

け
て
い
る
ケ
レ
ケ
レ

(要
求
)
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
(8)。
し
か
し
村
落
生
活
を
送

っ

て
い
る
人
々
に
と

っ
て
は
、
こ
れ
は
相
互
に
必
要
最
低
限
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
の
品
物
を
融
通
し
合
う
不
可
欠
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
砂
糖
や
紅
茶
、
玉

ネ
ギ
な
ど
が
貸
し
借
り
さ
れ
る
。
.食
料
に
関
し
て
は
、
ケ
レ
ケ
レ
を
し
た
方
も

ソ
リ
し
た
方
も
、
返
済
を
心
掛
け
て
は
い
な

い
し
、
期
待
し
て
も
い
な

い
。
中
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に
は
例
外
附
に
、
村
会
議
長
を
し
て

い
る
土
地
の
首
長
(9
vの
よ
う
に
、
忘
れ
ず

に
借
り
た
品
物
を
返
し
て
い
る
人
も
あ
る
。
彼
は
、
他
の
村
人
と
同
じ
生
活
を

送
り
な
が
ら
も
、
貸
し
借
り
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
い
る
。
彼
の
氏
族
は
村

に

一
軒
し
か
な

い
が
、
村
の
仕
事
や
税
金

の
分
担
を
数
軒
か
か
え
る
他

の
氏
族

と
同
量
引
舂
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為

が
、
彼

へ
の
敬
意
の
源
と
な

っ

て
い
る
。

村
落
生
活
で
は
必
要
不
可
欠
な
ケ

レ
ケ
レ
ー
ソ
リ
の
関
係

で
あ
る
が
、
都
会

生
活
者
に
と

っ
て
は
今
や
面
倒
な
も

の
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
村
か
ら
人
が
出

て
く
る
た
び
に
交
通
費
と
か
酒
代
と
か
、

つ
ま
ら
な

い
出
費
を
求
め
ら
れ
る
の

で
、
本
人
の
た
め
に
は

一
切
金
を
出
さ
ぬ
こ
と
に
し
た
と

い
う
例
も
聞
く
。
し

か
し
昔
な
が
ら
の
関
係

で
、
姉
妹

の
子
供
か
ら

の
要
求
に
は
応
じ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
そ
の
人
は
考
え

て
い
る
。
こ

の
関
係
は
、
ヴ
ァ
ス
と
言
わ
れ
る
特
別
な

関
係
(01
)で
、
彼
ら
か
ら

の
要
求
に
は
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
.い
う
慣
習
法

に
な

っ
て
い
る
。
動
機
は
別
だ
が
、
村
で
は
ケ
レ
ケ
レ
に
制
限
を
加
え
よ
う
と

い
う
話
が
き
か
れ
る
。
特
に
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
は
、
怠
け
者
に
は
同
情

せ
ず
、
最
初
は
食
料
を
分
け
て
や

っ
て
も
、
二
度
目
か
ら
は
畑
に
行

っ
て
植
え

る
よ
う
に
タ
ロ
芋

の
若
茎
を
分
け
て
や
る
と
話
し
て
い
る
。こ
の
話
は
フ
ィ
ジ
i

人
の
問

で
よ
く
聞
か
れ
る
。
怠
け
者
を
認
め
ぬ
倫
理
観
は
キ
リ
ス
ト
教
に
始
ま

っ
た
こ
と
で
は
な

い
α
死
者
の
魂
が
祖
先
の
国

へ
行
く
道
中
で
爪
の
の
び
具
合

を
調
べ
ら
れ
る
物
語
も
あ
る
(n
)。
キ
リ

ス
ト
教

の
倫
理
観
は
、
近
年
ゆ
る
ん
で

き
た
勤
勉
さ
を
奨
励
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
ら
ぬ
ケ
レ
ケ
レ
は
敬
遠
し
て
も
、
「気
前

の
良
さ
」
を
機
会
が
あ
れ
ば
示

し
た

い
と
望
む
の
は
、

フ
ィ
ジ
ー
人

の
普
遍
的
な
傾
向
で
あ
る
。
村
で
は
、
食

事
や
お
茶
の
時
に
近
く
を
通
り
か
か
る
人
に
必
ず
寄

っ
て
行
く
よ
う
に
声
を
か

け
る
。
ど
ん
な
貧
し
い
食
事

で
も
声
を
か
け
、
や

っ
て
来
れ
ば
分
け
て
食

べ
る
。

こ
の
よ
う
に
与
え
る
こ
と

(ω
o
ε

に
価
値
を
置
く
文
化
は
、
都
市
生
活
を
始
め

て
も
失
わ
れ
る
も

の
で
は
な

い
。
村
単
位

の
贈
与
交
換
の
場
合
や
、
身
内

の
結

婚
や
葬
儀
に
は
百
ド
ル
単
位
で
提
供
す
る
。
ま
た
働

い
た
金
を
す
べ
て
飲
ん
で

い
た
若
者
が
、
信
仰
に
目
覚
め
て
酒
を
や
め
、
た
ま

っ
た
金
で
船
を
買

っ
て
村

の
親
類
に
贈

っ
た
と
い
う
例
が
あ
る
。
ま
た
個
人
経
営
の
病
院
を
営
ん
で
い
る

医
者
は
、
自
分
の
氏
族
員
の
た
め
に
村
に
家
を
四
軒
建
て
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
垂
直
軸
上
の
関
係
に
お
け
る
平
民
の
首
長
に
対
す
る

供
与

(の0
5

と
、
水
平
軸
上

の
関
係
に
お
け
る
返
済
を
条
件
に
し
な
い

一
方
的

な
贈
与

(ωo
ε

は
、

フ
ィ
ジ
ー
の
社
会
関
係
を
支
え
る
重
要
な
要
素
だ
と
言
う

、
こ
と
が
で
き
る
。
客
観
的
に
見
れ
ば
、
均
衡
の
と
れ
た
互
酬
的
関
係
で
あ
る
が
、

フ
ィ
ジ
i
人
の
説
明
で
は
常
に
贈
与

(のo
一一)
が
、
強
調
さ
れ
る
。
特
に
ゲ
ス
ト

を
迎
え
た
時
や
、
贈
与
交
換

の
時
の

「気
前

の
良
さ
」

の
誇
示
に
は
、
フ
ィ
ジ
ー

人

の
行
動
を
規
定
し
て
い
る
根
本
的
信
条

(1ー
ソ
リ
の
イ
デ
ォ
ロ
ギ
i
)が
読
み

取
れ
る
。

⑥
教
会
組
織
と

「気
前

の
良
さ
」
を
誇
る
心
情

教
会
は
、
神

の
前
で
の
平
等
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
首
長
制
を
そ
の
ま
ま
認

め
て
い
る
。
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
派
は
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
英
国
国
教

会
的
体
質
を
持
ち
、
首
長
制
を
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
た
。
ヴ
ィ
ワ
島

で
は

な

い
が
、
今
で
も
高
位
の
首
長
が
居
る
村
で
は
、
教
会
に
説
教
壇
と
同
じ
高
さ

の
首
長
用
の
席

が
設
け
ら
れ
、
説
教
者
が
首
長
よ
り
高
く
な
ら
な

い
よ
う
に
し
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て
い
る
所
も
あ
る
。

教
会
組
織
は
、
神
ー
牧
師
-
信
者
と

い
う
枠
組

の
中
で
、
牧
師
と
信
者
に
そ
れ

ぞ
れ

の
階
層
を
設
定
し
て

い
る
。
牧

師
は
試
験
に
合
格
す
る
と
見
習

い
教
職

(け曽
一簿
けpρ
一鋤
く
9
評
餌
けO
<
O
一①
一)
と
な
り
、
三
年
間

の
教
育
を
受
け
、
三
年
聞

の
見

習
い
期
間
を
任
地
で
過
ご
し
た
後
按
手
さ
れ
た
教
職

(け巴
9
巴
9
《
0
8
)
と
な

る
。
こ
の
教
職
に
あ
る
聖
職
者
が
、
教
会

の
正
式
な
牧
師
で
あ
る
(2
。彼
ら
は
十

村
内
外
を

一
単
位
と
す
る
教
区
全
体
を
監
督
指
導
す
る
。
結
婚
式
、
葬
式
、
洗

礼
、
聖
体
拝
領

の
儀
式
を
行
な
う
資

格
を
持

つ
。

信
者
と
し
て
は
、

フ
ィ
ジ
ー
人

の
ほ
と
ん
ど
が
幼
児
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

青
年
期
に
堅
信
礼
を
受
け
て
信
仰
を

確
か
に
す
る
。
堅
信
礼
準
備
中

の
信
徒

一

(ω
お
凶
ε
び
①
二
)
の
後
、
堅
信
礼
受

礼
信
徒

(ω齢
鋤
9
ロ
o
)
と
な
る
。
そ
の
後

熱
心
な
信
者
は
教
会

の
礼
拝
儀

式
を

分
担
す

る
資
格
を
取
る
。
信
徒
祈
禧
者

(目P
9
ω9
ヨ
四
ω仁
)、
信
徒
説
教
者

(匹
9ロ
く
篝

躄
)
の
両
者
が
あ
る
が
、
前
者
は

教
会
で
信
徒

の
た
め
に
祈
る

(b卩鋤
ω
偉
)
資
格
を
持
ち
、
後
者
は
教
会
の
儀
礼
を

一
切
執
行
す
る
資
格
を
持
ち
、

一
般
信
徒
の
最
上
位
に
位
置
す
る
。
こ
れ
ら
の

村

の
信
者

の
指
導
監
督
す
る
の
が
信
徒
牧
師

(〈
欝

碧
9
妻
p
)
B̂
vで
あ
る
。
彼
ら

は
二
年
間

の
教
育
を
受
け
た
後
、
各
教
区
会
議
で
選
ば
れ
任
命
さ
れ
.
村
に
住

む
。
正
規

の
信
徒
牧
師
を
持
て
な

い
場
合
は
、
村

の
熱
心
な
信
徒
説
教
者
を
信

徒
牧
師
に
任
命
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
月

々
の
謝
礼
金
は
支
払
わ
れ
な

い
。

こ
の
信
徒
牧
師

(<
①
犀
鋤
け9
ぐ『鋤
)
ま

で
が
世
俗

の
信
徒

で
あ
る
。
信
徒
牧
師
に

は
、
ヴ
ィ
ワ
島

で
は
村
か
ら
月
に
四
五
ド
ル

(米
ド
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
)
支
払
わ

れ
る
。
教
区
牧
師
に
は
月
に

一
七
〇
ド

ル
を
、
教
区
全
村
か
ら
支
払
わ
れ
る
。

ヴ
ィ
ワ
村
は
、
フ
ィ
ジ
ー
で
始
め

て
フ
ィ
ジ
i
語
の
聖
書
を
印
刷
し
た
場
所

.
で
あ

っ
た
。
近
年
は
人
口
が
少
な
く
な
り
、
教
区
牧
師
を
迎
え
ら
れ
な
か

っ
た
。

牧
師
誘
致
運
動
を
数
年
前
か
ら
続
け
、

一
九
八
五
年

一
月
に
ヴ
ィ
ワ
村
を
中
心

に
五
村
で

一
教
区
を
形
成
し
、
新
た
に
教
区
牧
師
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

村
人
は
信
徒
牧
師

の
た
め
に

一
軒

ニ
ド

ル
、
教
区
牧
師
の
た
め
に
五
ド
ル
を

月
々
支
払

っ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ワ
村

一
軒

の
平
均
収
入
は
約
四
〇
ド

ル
で
あ
る
。

-こ
れ
で
も
他

の
村

々
と
比

べ
れ
ば
恵
ま
れ
て
い
る
方
で
あ
る
。
し
か
し
月
々
七

ド
ル
を
聖
職
者
に
支
払
う

の
は
大
き
な
出
費
で
あ
る
。
そ
の
上
、
八
五
年
に
は

新
た
に
迎
え
る
牧
師
の
た
め
に

一
万
ド
ル
を
越
す
家
を
建
て
た
。
ま
た
交
通
用

の
船
を
ヴ
ィ
ワ
村
だ
け
が
出
費
し
て

一
艘
贈

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
済
的
側
面
か
ら
も
、
教
会
が
い
か
に
村
落
生
活
に
お

い
て
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
が
覗
え
る
。
勿
論

こ
れ
は
信
仰
心
に
だ
け
由
来

し
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
名
誉
欲
と
か
見
栄
を
張
る
気
持
ち
が
大
き
な
影
響
を

持

っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
他
に
家
計
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く

を
聖
職
者
に
支
払
う
よ
う
な
負
担
を
、
村
の
男
達
が
引
き
受
け
る
積
極
的
な
理

由
は
、
こ
れ
と

い
っ
て
見
つ
か
ら
な

い
。
金
員
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
あ
る
が
、

既
に
体
制
化
し
て
い
る
信
仰
活
動
に
は
、
自
分
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
教

会
に
尽
く
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
見
ら
れ
な
い
。
事
実
、
村
落
生
活

の
中
心
と
な

っ

て
い
る
成
人
男
性
は
、
教
会
礼
拝
と
他
村
か
ら
の
ゲ
ス
ト
の
接
待
と
の
選
択
を

せ
ま
ら
れ
た
時
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
迷
わ
ず
接
待

の
方
を
選
び
、
ゲ
ス
ト
と
共

に
ヤ
ン
ゴ
ナ
を
飲
む
。
彼
ら
に
教
会

へ
の
出
費
を
促
す
動
機
は
、
村

の
力
を
示

そ
う
と
す
る
、
昔
な
が
ら
の

「気
前
の
良
さ
」
を
評
価
す
る
価
値
観
に
あ
る
。

㈲
媒
介
者
と
し
て
の
マ
タ

ニ
ヴ
ァ
ヌ
ア
と
牧
師
。
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マ
タ

ニ
ヴ
ァ
ヌ
ア

(ヨ
鉾
⇔
巳
く
9
づ
§

)
と
は
、
首
長
と
臣
下
と
の
間
を
と
り

も

つ
媒
介
者
で
あ
り
、
儀
礼

の
場
で
は
式
次
第
を
執
り
し
き
る
。
村
で
は
、
来

訪
者
は
ま
ず
彼
の
所
を
訪
ね
、
首
長

へ
の
取
り
次
ぎ
を
頼
み
、
来
訪

の
挨
拶
に

行
く
。
村
内
で
問
題
が
お
き
た
時
、
当
事
者
は
彼
を
通
し
て
首
長
に
謝
罪
の
贈

/

り
物

(σ
巳
魯
三
¢
)
(M)を
す
る
。
他
村
を
首
長
が
訪
ね
る
時
は
、
訪
問
儀
礼
の
段

取
り
を

つ
け
る
。
一
方
牧
師
も
ま
た
、
神
-
牧
師
ー
信
徒
ど

い
う
教
会
制
度
に
お

い
て
、
神
と
信
者

の
媒
介
者
ど
し
て
神
の
言
葉
を
伝
え
、
信
者

の
抱
え
る
問
題

を
神
の
前
に
伝
え
る
。
そ
し
て
礼
拝
儀
礼
を
司
る
。

両
者

の
違
い
で
決
定
的
な
点
は
、
前
者
は
村
を
代
表
す
る
首
長
の
代
弁
者
で

あ
り
、
彼
の
媒
介
者
と
し
て
の
存
在

自
体
が
、
首
長
と
臣
下
と
の
間
の
間
隔
を

維
持
す
る
機
能
を
果
た
し
、
象
徴
的

で
し
か
な
く
な

っ
た
と
は
い
え
首
長
制
度

を
支
え
る
存
在
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
後
者
は
首
長
制
を
認
め
て
は

い
る
も
の
の
、
こ
の
体
制
を
基
本
的
な
部
分
か
ら
崩
壊
す
る
役
を
に
な

っ
て
い

る
。
平
民

の
台
頭
を
助
長
す
る
教
育
、
そ
し
て
何
よ
り
も
家
庭
主
義
、
夫
婦
愛

の
強
調
が
村
人
の
今
ま
で
の
在
り
方
を
覆
す
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
家
庭
第

一

主
義
は
ま
ず
都
市
で
浸
透
し
、
次
第

に
村
に
も
波
及
し
て
き
て
い
る
。
他
村
か

ら
嫁
い
で
き
た
女
達
は
、
村
よ
り
も
家
庭
を
第

一
に
考
え
て
お
り
、
牧
師
を
囲

む
婦
人
部
の
集
会
で
そ
の
考
え
を
発
表
し
て
い
る
§
。
こ
れ
は
明
け
方
ま

で
家

庭
を
か
え
り
み
ず
に
ヤ
ン
ゴ
ナ
を
飲

ん
で
い
る
男
達

へ
の
不
満
の
表
明
で
あ
る

が
、
男
達
に
と

っ
て
は
村

の

一
員
と
し
て
の
連
帯
意
識
を
こ
こ
で
表
明
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

家
庭
第

一
主
義
を
積
極
的
に
説
く

こ
と
は
、
村
や
首
長
を
第

一
に
考
え
て
い

る
村
人
に
対
し
て
大
き
な
方
向
転
換
を
要
求
す
る
。
牧
師
の
存
在
は
、伝
統
主
義

を
主
張
し
な
が
ら
、
常
に
変
化
を
要
求
す
る
存
在
で
あ

っ
た
。
フ
ィ
ジ
ー
の
地

に
光
明
11
衣
服
等

の
文
明
と
共
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
存
在
と
し
て
彼
は
常
に

敬
意
と
感
謝
を
示
さ
れ
て
い
る
。

.キ
リ
ス
ト
教
以
前
に
は
、
神

々
1
司
祭

(σ
①
けΦ
)
i
村
人
と
い
う
聖
的
レ
ヴ

ェ

ル
の
系
列
と
、
首
長
ー

マ
タ

ニ
ヴ
ァ
ヌ
ァ
ー
村
人
と
い
う
世
俗
的
レ
ヴ
ェ
ル
の

系
列
が
並
存
し
て
い
た
。
後
者
は
今
で
も
存
在
し
て
い
る
が
、
以
前
と
の
大
き

な
違

い
は
、
首
長
11
神
々
と
い
う
等
式
が
も
は
や
成
立
し
な
く
な

っ
た
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
最
近
で
も
、
首
長
に
は
聖
な
る
力
が
あ
り
、
首
長
の
身
体
や
持

ち
物
に
触
れ
た
者
は
身
体
が
腫
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
(篳
。
以
前
の
司
祭
は
、

神
が
降
臨
し
て
身
体
に
入

っ
た
と
き
に
の
み
、
神
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
そ
の
意

味
で
司
祭

の
聖
性
は

一
時
的
で
あ
り
、

一
村
民
と
神
と
の
中
間
的
立
場
に
あ

っ

た
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
現
代
の
牧
師

(β
一碧
巴
9
)
に
は
、
滞
在
が
三
年

間
と

い
う

一
時
性
に
合
わ
せ
て
、
村
の
ど
の
氏
族
に
も
所
属
せ
ぬ
故
に
、
聖
な

る
他
所
者
と
し
て
神
と
の
仲
介
役
を
果
た
す
適
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

聖
な
る
他
所
者
を
尊
重
す
る
伝
統
は
、
外
来
の
首
長
を
迎
え
た
と
い
う
伝
説

を
多
く
持

つ
フ
ィ
ジ
ー
社
会

で
は
、
か
な
り
根
強
く
残

?
て
い
る
。
威
力
の
勝

る
首
長
が
外
か
ら
到
来
す
る
と
、
先
住

の
首
長
は
服
従
を
誓
い
、
臣
下
と
な
る
。

こ
れ
は
首
長
H
神
と
い
う
文
脈
で
見
る
と
、
新
し

い
威
力
の
あ
る
神
に
土
地
の

神
が
服
従
す
る
こ
と
と
読
み
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
征
服
首
長
の
即

位
式
で
は
土
地
の
首
長
か
ら
ヤ
ン
ゴ
ナ
が
授
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う

こ
と

は
、
土
地
の
持

つ
力
が
征
服
後
も
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
意
し
て
も
い
る
。

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教

の
到
来
の
場
合
に
は
、
そ
の
文
脈
に
従
え
ば
、
威
力

の
強

い
神
が
キ
リ
ス
ト
教
の
神
で
あ
り
、
服
従
を
誓

っ
た
の
が
フ
ィ
ジ
ー
の
伝
統
的
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な
神
々
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
征
服
首

長
に
対
し
土
地
の
首
長

の
力
が
保
持
さ
れ

て
い
た
如
く
、
フ
ィ
ジ
ー
の
神
々
も
力
を
保
持
し
て
い
る
と
指
摘
し
得
る
。

.
牧
師
は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
村
に
存
在
さ
せ
る
べ
き
支
え
と
な
る
司
祭
で
あ

る
。
牧
師
は
ま
た
、
そ
の
存
在
自
体

が
村

の
力
を
示
す
象
徴
と
な

っ
て
い
る
。

世
俗
的
な
見
栄
と
、
体
制
化
し
た
キ

リ
ス
ト
教
会
之
、
日
常
生
活
に
深
く
根
ざ

し
た

フ
ィ
・ジ
」

・
キ

リ
ス
ト
教
文

化
が
、
牧
師

(け巴
讐
β。
芭

と
信
徒
牧
師

(〈
9
吋
9け9
≦
帥
)
の
存
在
を
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も

の
に
し
て
い
る
。
そ
の
欠
落

は
、
そ
の
社
会

の
欠
陥
性
を
示
す
徴
と
な
る
。
儀
礼
が
常

に
重
要
な
位
置
を
占

め
る
フ
ィ
ジ
i
社
会
で
は
、
聖
的
レ
ヴ

ェ
ル
で
儀
礼
を
行
な
え
る
資
格
を
持

つ

牧
師
の
存
在

の
有
無
は
、
そ
の
共
同
体
の
持
っ

「力
」

の
有
無
を
示
す
指
標
と

見
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
以
前
な
ら
武
力
が
そ
の
指
標
と
な

っ
て
い
た
。
現
在

で
は
牧
師
の
存
在
を
支
え
る
経
済
力

が

「力
」
を
示
す
指
標
と
な

っ
て
い
る
。

④
社
会
関
係
と
キ
リ
ス
ト
教

フ
ィ
ジ
ー
の
村
落
生
活
の
在
り
方
自
体
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
隣
人
愛

の
体

現
で
あ
る
。
ケ
レ
ケ
レ
ー
ソ
リ
と
い
う
伝
統
的
な
相
互
扶
助
シ
ス
テ
ム
と
、
豊

か
な
食
物
が
、
怠
け
者
を
許
し
、

フ
ィ
ジ
i
人
全
体
に
そ
れ
程
働
か
な
く
て
も

生
ぎ
て
い
け
る
と

い
う
気
持
ち
を
蔓

延
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し

ま
た
避
難
所
を
持
た
ぬ
フ
ィ
ジ
ー
人
は

一
人
も

い
な
い
と

い
う
利
点
も
あ
る
。

も
し

フ
ィ
ジ
ー
人

の
乞
食
を
見
か
け
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
に
イ
ン
ド
人
の

乞
食
を
真
似
し
た
だ
け
で
あ
る
。

垂
直
軸
上
に
見
る
関
係

で
は
、
象

徴
的
な
存
在
に
な

っ
た
と
は
言
え
、
首
長

を
擁
し
て
伝
統
的
な
首
長
制
を
維
持
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
会
も
こ
の
制
度

を
認
め
、
首
長
の
席
を
説
教
壇
と
同
じ
高
さ
忙
設
け
て
い
る
所
も
あ
る
。
し
か

し
、
大
抵

の
首
長
は
、
信
徒
の

一
員
と
し
て
、
信
徒
説
教
者

(α
〇
二
く
=
昌
餌
二
)
の

資
格
を
持
ち
、
信
徒
と
し
て
の
義
務
を
果
た
し
て
も

い
る
。
ま
た
家
庭
第

一
主

義
は
、
今
ま

で
の
首
長
制
や
村
の
在
り
方
に
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
に
な

っ
て

い
る
。
水
平
軸
上
の
関
係
で
は
、
・伝
統
的
な
相
互
扶
助
シ
ス
テ
ム
も
、
キ
リ
ス

ト
教
的
論
理
か
ら
の
見
直
し
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

③
儀
礼
的
関
係
に
見
ら
れ
る
心
情

ー

伝
統
-
首
長
制
擁
護

の
心
情
・1

②
訪
問
儀
礼

フ
ィ
ジ
ー
社
会
に
は
異
質
な
も
の
ー
他
所
者

で
三
⇔
σQ
一)
を
受
け
入
れ
る
文
化

的
仕
掛
け
が
あ
る
。
そ
れ
は
セ
ヴ
セ
ヴ

(ωΦ〈
二
ωΦ
〈
ロ
)
と

い
う
、
新
入
者
が
首

長
か
ら
滞
在
の
承
認
を
受
け
る
儀
礼
で
あ
る
。
た
と
え
外
国
人
で
あ

っ
て
も
、

こ
の
儀
礼
的
な
手
続
き
を
踏
め
ば
、
公
式
に
村

へ
の
滞
在
を
許
さ
れ
る
。

訪
問
儀
礼
に
は
、

フ
ィ
ジ
i
文
化
の
基
本
的
な
要
素
が
す

べ
て
見
ら
れ
る
。

こ
の
儀
礼
に
は
最
低
四
者
が
必
要
で
あ
る
。
訪
問
者
と
首
長

(ま
た
は
村

の
長

老
)
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
タ

ニ
ヴ
ァ
ヌ
ア
で
あ
る
。
簡
略
に
な
る
と
二
者
だ
け
で
行

わ
れ
る
。
そ
の
時
語
ら
れ
る
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
は
決
ま

っ
て
い
る
。
ま
ず
首
長

の
偉
大
さ
を
述
べ
、
今
回
の
訪
問

の
目
的
と
、
神
を
崇
え
る
言
葉
を
述
べ
る
。

受
け
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
宝
物
を
頂

い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
神
の
恩
恵
が
あ
る
よ

う
に
と
唱
え
る
。

訪
問
儀
礼
と
は
、
お
互

い
に
相
手
を
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
と
し
て
認
め
る
相
互
'

確
認

の
儀
礼
で
あ
り
、
神
の
恩
恵
を
相
互
に
贈
与
し
合
う
儀
礼
で
あ
る
。
通
常
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は
そ
の
場
で
ヤ
ン
ゴ
ナ
を
飲
む
。
そ

の
共
飲
は
相
互
の
象
徴
的
な

一
体
化
を
表

象
す
る
。
最
初
は
、
二
者
だ
け
で
儀
礼
が
行
な
わ
れ
て
い
て
も
、
ヤ
ン
ゴ
ナ
を

準
備
す
る
段
階
に
な
る
と
若
者
が
呼
ば
れ
、
次
第
に
村
全
体
の
男
達
を
集
め
る

行
事
と
な

っ
て
い
く
。

世
俗
的
な
訪
問
儀
礼
が
、
村
全
体
を
ま
き
込
む
よ
う
な
集
合
的
レ
ヴ

ェ
ル
で

行
な
わ
れ
る
機
会
は
、
そ
れ
程
多
く

な
い
。
年
に

一
回
開
催
地
を
変
え
て
行
な

わ
れ
る

フ
ィ
ジ
i
人
だ
け
の
全
国
首

長
会
議

(ぴ
o
ωΦ
<
僧
罵
9。
け霞
pσq
鋤
)
は
、
開
催

地
と
そ
の
近
隣
の
村
々
に
と

っ
て
全
村
を
あ
げ
て
歓
迎
儀
礼
を
行
な
う
機
会
と

な
る
。
こ
の
時
に
は
、
ホ
ス
ト
に
な

る
村
で
は
半
年
前
か
ら
金
を
積
み
た
て
、

氏
族
単
位
に
割
り
当
て
ち
れ
た
贈
与
交
換

(ωo
一Φ〈
亘
)
用
の
品
物
を
そ
ろ
え
る
た

め
に
、
村
人
全
員

が
準
備
を
始
め
る
。
既
婚
の
女
達
は
大
き
な

マ
ッ
ト
を

一
人

一
枚
編

む
。
男
達
は
臨
時

の
ト
イ

レ
や
台
所
を
建
て
、
贈
与
交
換
用
の
鯨
歯

(け9。
σ
舞

)
や
ケ
ロ
シ
ン
、
布
等
を

親
戚
か
ら
集
め
た
り
、
買
い
求
め
る
。

一
九
八
二
年
十
月
末
に
ヴ
ィ
ワ
村

に
二
五
〇
名
の
ゲ
ス
ト
を
五
日
間
迎
え
た

時
(η
〉に
は
、
右
に
述
べ
た
品
物
の
他

に
、
ゲ
ス
ト
の
食
物
を
買
う
た
め
に
村
で

千
ド

ル
積
み
た
て
た
。

一
月

の
平
均
収
入
は

一
軒
四
十
ド
ル
位
で
あ
る
。
そ
の

中
で
半
年
で
五
十
ド
ル
、
.他
に
先
に
あ
げ
た
品
物
を
買
い
そ
ろ
え
る
と

一
軒
八

十
ド
ル
位
の
出
費
と
な
る
。
半
年

で
ニ
ケ
月
分
の
収
入
を
村
の
行
事
に
出
す
こ

と
は
、

い
く
ら
食
物
が
豊
富
に
あ

っ
て
も
、
現
金
が
い
つ
も
不
足
し
て
い
る
村

人
に
と

っ
て
は
大
変
な
出
費
で
あ

っ
た
。

フ
ィ
ジ
i
社
会
で
は
、
こ
の
種

の
負
担
は
村
人
に
と

っ
て
義
務
的
で
は
あ
る

が
、
決
し
て
強
制
は
さ
れ
な

い
。
不
足
分
が
出
た
ら
、
村
全
体
で
金
集
め
の
ヤ

ン
ゴ
ナ
パ
ー
テ
ィ
を
開

い
て
、
そ
れ

に
あ
て
る
。
現
金
集
め
は
、
氏
族
単
位
や

村
を
二
分
す
る
グ
ル
ー
プ
単
位
で
行
な
わ
れ
る
た
め
、
気
前

の
良
さ
を
見
せ
よ

う
と
い
う
氏
族

の
名
誉
心
や
見
栄
を
刺
激
し
、
割
り
当
て
の
目
標
額
は
大
抵
は

達
せ
ら
れ
る
。

儀
礼
に
は
村
の
男
性
全
員
が
か
か
わ
る
。
ゲ
ス
ト
が
訪
れ
る
日
に
は
、
若
者

が
朝
か
ら
ヤ
ン
ゴ
ナ
の
根
を
鉄

の
筒
に
入
れ
、
鉄
の
棒
で
打

っ
て
粉
に
し
て
い

る
。
そ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
が
村
中
に
響
く
。
ゲ
ス
ト
は
村
の
境
界
線
上

(海

岸
か
道

の
途
中
)
で
、
ま
ず
村
の
代
表
に
迎
え
ら
れ
鯨
歯
を

一
つ
受
け
る
。
次

に
控
え

の
家
に
案
内
さ
れ
て
旅
の
疲
れ
を
い
や
し
、
ヤ
ン
ゴ
ナ
を
二
杯
振
舞
わ

れ
る
。
そ
し
て
首
長
と
村

の
男
達
が
待

つ
儀
礼
会
場
に
案
内
さ
れ
る
。

儀
礼
で
は
、
ホ
ス
ト
側
か
ら
ゲ
ス
ト
側

へ
ま
ず
鯨
歯
、
ヤ
ン
ゴ
ナ
の
大
き
な

木
、
丸
焼
き
の
豚
や
タ

ロ
芋

の
束
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー
チ
と
共
に
贈
ら
れ
る
。

最
初
の
鯨
歯

の
時
に
は
、

「首
長
に
か
な

っ
た
方
法
で
、
ト

ゥ
イ

・
マ
ズ
ア
タ
を
お
迎
え
し
ま
す
。
こ

れ
は
わ
れ
わ
れ
が
あ
な
た
方
を
お
迎
え
す
る
た
め
に
準
備
し
た
宝
物
で
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
方
が
こ
の
親
類

の
島
に
、
今
日
無
事
に
来
ら
れ
た
こ
と
を
、
神
に

感
謝
し
ま
す
。
…
…
小
さ
な
タ
ム
プ
ア
し
か
お
見
せ
で
き
な

い
こ
と
を
お
許
し

下
さ

い
。
宝
物
に
つ
い
て
の
ス
ピ
ー
チ
が
長
く
な
り
ま
す
。
ト
ゥ
イ

・
マ
ズ
ア

タ
御

一
行

へ
の
贈
り
物

で
す
。
」

そ
の
贈
り
物
を
受
け
る
挨
拶
と
し
て
、
ゲ
ス
ト
側
か
ら
、

「
…
…
こ
れ
は
真
の
首
長

ロ
コ
・
ト
ゥ
イ

・
ヴ
ィ
ワ
か
ら
受
け
取

っ
た
宝
で

あ
る
。
全
て
の
親
類
で
あ
る
チ
ー

フ
が
健
康
で
、
神

の
恩
恵
が
あ
り
ま
す
よ
う

に
!
わ
れ
わ
れ
の
中
に
い
ま
す
キ
リ
ス
ト
、
…
…
」
(B
)と
述
べ
ら
れ
た
。
話
の
内

容
は
人
に
よ

っ
て
多
少
異
な
る
が
、
枠
組
は
先
に
述
べ
た
簡
略
な
訪
問
儀
礼

の
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時
も
、
公
式

の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
相
手
の
首
長
と
そ
の
村
を
誉
め
、
自
分

達

の
贈
り
物
は
さ
さ

い
な
も

の
で
あ

る
こ
と
を
謝
り
、
神
の
加
護
が
相
手
側
に

あ
る
よ
う
に
と
祈
る
。

以
上
の
訪
問
儀
礼
か
ら
は
、
(i
)
フ
ィ
ジ
i
人
社
会
の
統
合

の
中
心
と
な

っ

て
い
る
首
長
制
と

(・11
)
伝
統
ー
儀

礼
主
義
擁
護
の
心
情
が
読
み
と
れ
る
。

(i
)
首
長
制
擁
護

の
心
情

た
と
え
首
長
が
出
席
し
な
い
個
人

的
レ
ヴ

ェ
ル
の
訪
問
儀
礼
で
も
、
ヴ
ィ
ワ

村

で
行
な
わ
れ
る
限
り
は

ロ
コ
・
ト

ゥ
イ

・
ヴ
ィ
ワ
へ
の
贈
り
物
と

い
う
形
式

が
と
ら
れ
、
受
け
手
は
首
長
に
代

っ
て
受
け
る
。
村
を
異
に
す
る
者
同
士
の
儀

礼

(ω
Φ〈
o
ω
Φく
二
)
で
は
、
両
者
は
村

を
代
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
首
長

の
タ
イ
ト
ル
は
、

ス
ピ
ー
チ
の
中

で
は
、
土
地
を
表
わ
し
、
村
人
全
体
を
表
し

て
い
る
。

一
人

の
継
承
者
が
た
と
え
首
長

の
タ
イ
ト
ル
を
汚
す
行
為
を
し
て
も
、

逆
に
彼
が
立
派
な
人
物
で
も
、タ
イ
ト

ル
そ
の
も
の
の
持

つ
名
誉
に
変
化
は
な

い
。

そ

の
名
誉
と
は
、
.
ロ
コ
・
ト

ゥ
イ

・
ヴ
ィ
ワ
の
場
合
に
は
、

一
八
七
四
年
十
月

十
日
に
フ
ィ
ジ
ー
を
英
国
に
移
譲
し

た
時
に
署
名
し
た
十
三
名
の
大
首
長
の
タ

イ
ト
ル
の

一
つ
を
継
承
し
て
い
る
と

い
う
事
実
と
そ
の
歴
史
性
に
あ
る
。

(・11
)
伝
統
11
儀
礼
主
義

の
擁
護

儀
礼
を
厳
粛
に
、
贈
り
物
を
豊
富

に
行
な
う
こ
と
は
、
相
手
に
対
す
る
敬
意

の
表
明
で
あ
る
。
こ
の
評
価
は
文
化

に
深
く
根
ざ
し
た
も
の
で
、
現
金
経
済
が

浸
透
し
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
現
金
を
得

て
帰

っ
て
く
る
の
が
主
に
女
性
の
役
割
と

な

っ
て
い
て
も
、
交
換
さ
れ
る
品
物

に
ケ

ロ
シ
ン
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
布
地
、
石

鹸
な
ど
現
金
で
買
う
品
物
が
加
わ

っ
て
も
、
儀
礼

の
厳
粛
さ
と
贈
り
も
の
の
豊

富
さ
に
対
す
る
評
価
に
は

一
向
に
変
化
が
見
ら
れ
な

い
。
以
前
に
は
贈
物
は
土

地
の
産
物
で
あ
り
、
そ

の
豊
富
さ
は
そ
の
土
地
を
治
め
る
首
長
の
力

(ヨ
鋤
P
O
)

の
豊
か
さ
を
表
わ
し
て
い
た
。
現
在
で
も
贈
り
物
の
豊
富
さ
は
、
土
地
の
豊
か

さ
を
示
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
村
人
の
経
済
力
11
現
金
獲
得
力
が
問
題

に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
力
も
ま
た
首
長
の
力
と
し
て
儀
礼
の
文
脈
で
は
語
ら
れ

る
。フ

ィ
ジ
ー
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
集
合
レ
ヴ

ェ
ル
の
儀
礼
は
村
全
体
を
表
象
す
る

も
の
で
あ
り
、
首
長
の
名
の
下
で
な
さ
れ
る
。

フ
ィ
ジ
ー

の
首
長
制
と
は
、
彼

ら
の
村

の
在
り
方
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
伝
統
主
義
を
支
え
る

.基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
伝
統
主
義
と
は
、
土
地
の
社
会
関
係
を
そ
の
ま
ま

肯
定
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈲
コ
ミ

ュ
ニ
タ
ス
の
伝
統

㈲
で
扱

っ
た
の
は
、
個
人
や
集
合
的
レ
ヴ

ェ
ル
で
の
公
式
性
の
問
題
で
あ
る
。

一
つ
の
社
会
で
は
決
し
て
厳
粛
な
儀
礼
だ
け
が
行
な
わ
れ
て
い
る
訳
で
は
な

い
。

現
代
の
フ
ィ
ジ
i
文
化
の
特
徴
は
、
厳
粛
性
よ
り
も
む
し
ろ
親
密
性
や
友
好
性

を
強
調
す
る
所
に
あ
る
。
厳
粛
な
儀
礼
の
後
に
は
必
ず
ホ
ス
ト
ー
ゲ
ス
ト
両
者

間
の
連
帯
感
や
親
密
性
を
生
み
出
す
無
礼
講
の
機
会
が
あ
る
。

先
の
首
長
会
議
の
場
合
に
は
、
ホ
ス
ト
ー

ゲ
ス
ト
間
の
境
界
は
儀
礼
終
了
後

の
握
手
か
ら
崩
れ
始
め
た
。
こ
の
時

に
は
村
の
主
だ

っ
た
婦
人
達
も
会
場
に
入

り
、
ゲ
ス
ト
の

一
人

一
人
と
握
手
し
て
回

っ
た
。
そ
の
後
ホ
ス
ト
側
の
長
老

の

中
に
は
、
ゲ
ス
ト
達
の
問
に
座
り
込
ん
で
話
し
始
め
る
者
も
出
て
き
た
。
ゲ
ス

ト
側
の
若
者
は
タ
ノ
ア
の
ま
わ
り
に
席
を
変
え
、
ホ
ス
ト
側
の
若
者
と

一
緒
に

ヤ

ン
ゴ
ナ
の
給
仕
を
し
て
ま
わ
る
。
こ
こ
で
両
者

の
境
界
は
視
覚
的
に
大
き
く
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崩
れ
始
め
、
ホ
ス
ト
ー
ゲ
ス
ト

の
対
立
よ
り
も
む
し
ろ
何
処
㊨
村
で
も
見
ら
れ

る
年
長
者
i
若
者
と
い
う
対
立
に
転

換
し
た
。
夜
は
、
そ
れ
が
更
に
進
み
、
儀

礼
の
会
場
で
は
徹
夜
で
ヤ
ン
ゴ
ナ
を

飲
み
、
若
者
た
ち
が
ギ
タ
ー
を
弾
き
、
歌

を
歌
う
。
女
達
が
ゲ
ス
ト
の
男
達
の
膝
を

つ
つ
い
て
踊
ろ
う
と
誘
い
に
来
る
。

液
通
し
、
共
に
ヤ
ン
ゴ
ナ
を
飲
み
、
共
に
踊
る
な
か
で
親
密
に
な

っ
て
い
く
。

両
者
間
に
生
じ
た

コ
ミ

ュ
ニ
タ
ス
的
な
親
密
感
こ
そ
が
、
こ
の
訪
問
儀
礼
の
成

功
を
測
る
基
準
と
な
る
の
で
あ
る
。

コ
ミ

ュ
三

タ
ス
生
成
に
成
功
し
た
場
合
に
は
、
送
別
儀
礼
は
厳
粛
さ
の
中
に

も
な
ご
や
か
さ

の
見
ら
れ
る
儀
礼
と

な
る
。
送
別
の
踊
り

(ヨ
Φ
吋
彜。
)
の
最
中

北
、
ゲ
ス
ト
の

一
人
が
女
性
の
踊
り
手

一
人

一
人
に

一
ド

ル
札
を
与
え
一
自
分

の
つ
け
て
い
た
巻
き
ス
カ
ー
ト
を
も
与
え
な
が
ら
、
踊
り
手
に
ち
ょ
っ
と
し
た

・愛
嬌
め
あ
る
悪
戯
を
し
か
け
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
見
て

い
る
観
客
が
大

い
に
喜

ん
だ
。
岸
で
帰
り

の
船
を
待

っ
て
い
る
間
、
村

の
娘
が
ゲ
ス
ト

の
男
性
を
両
側

に
抱
え
音
楽

に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を

踊
る
光
景
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
こ
の

訪
問
儀
礼
が
成
功
で
あ

っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

訪
問
儀
礼
に
お
け
る
厳
粛
性
と
乱
痴
気
騒
ぎ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
論
的
な
重

尸
要
性
を
持

っ
て
い
た
,
同
様
に

一
月

一
日
の
午
前
零
時
を
境
に
し
て
、
厳
粛
性

か
ら
乱
痴
気
騒
ぎ

へ
の
大
転
換
が
見
ら
れ
る
。
新
年
を
迎
え
る
前
に
、
そ
の
年

最
後

の
教
会
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
午
前
零
時
に
説
教
壇

の
牧
師
が

「
フ
レ
ッ
!
」
と

信
者
と
と
も

に
三
面

叫
ぶ
の
を
合
図
に
、
教

会
の
木

製
の

太
鼓

(巨

一)
が
鳴
ら
さ
れ
る
。
.こ
の
時
を
境
に
、
村

の
規
律
違
反
が
い
く

つ
か

.
許
さ
れ
る
。
竹
の
筒
に
ケ

ロ
シ
ン
を

入
れ
て
熱
し
、、
そ
こ
で
生
じ
た
ガ
ス
に
点

火
し
て
爆
発
さ
せ
る
竹

の
大
砲

(量

犀
9
一)
の
作
製
と
使
用
が
子
供
達

に
許
さ
れ

る
。
ま
た
通
常
は
教
会
儀
礼

の
開
始
を
知
ら
せ
る
神
聖
な
ラ
リ
を
、
こ
の
時
だ

け
は
勝
手
に
叩
い
て
も
怒
ら
れ
な

い
。
新
年

の
午
前
零
時
か
ら
し
ば
ら
く

の
間

(村

に
よ

っ
て
期
間
は
異
な
る
が
、
普
通
は
二
週
間
)
は
、
真
夜
中
で
も
、
ラ

リ
や
ブ
リ
キ
缶
を
叩
き
、
竹

の
大
砲
を
爆
発
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

村
内
で
の
飲
酒
は
常
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

一
月

一
日
に
は
村

の
長
老
も

何
人
か
加
わ

っ
て
、
イ

ン
ド
人

の
雑
貨
商
か
ら
購
入
し
て
き
た
ビ
ー

ル
を
飲
ん

で
い
た
。
村

の
婦
人
達
や
教
会

の
世
話
役
は
そ
の
日
で
も
タ
ブ
i
違
反
だ
と
言

っ
て
は
い
た
が
、
あ
え
て
咎
め
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
村

の
若
者
が
全
員
集
ま

っ
た
そ
の
席
に
は
、
日
頃
尊
敬
を
受
け
て
い
る
村
会
議
長
と
村
の
最
年
長
の
老

人
も
見
え
、
甘
そ
う
に
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
た
。
こ
の
日
は
無
礼
講
で
.あ

っ
た
。

音
は
、
連
続
的
な
時
間

⑳
流
れ
を
区
切
る
。
異
常
な
時
聞
に
鳴
る
ラ
リ
、
竹

の
大
砲
、
ブ
リ
キ
缶
の
音
は
、
そ
の
徴
付
け
ら
れ
た
時
間
の
非
日
常
性
を
示
し

て
い
る
。
通
常

の
村
落
内

の
音
は
定
期
的
な
教
会
の
ラ
リ
と
、
村
会
を
知
ら
せ

る
ホ
ラ
貝
の
音
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
年
始
め
の
こ
れ
ら
の
騒
音
は
、

日
常
の
村
人

の
活
動
が

一
時
停
止
し
、

い
く
つ
か
の
タ
ブ
i
違
反
が
認
め
ら
れ

る
日
々
を
徴
付
け
て
い
る
っ

ω
キ
リ
ス
ト
教
と
フ
ィ
ジ
ー
文
化
主
義

フ
ィ
ジ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
億
、
.世
俗
の
儀
礼
を
す

べ
て
受
け
入
れ
て
い

る
だ
け
で
な
ぐ
、
乱
痴
気
騒
ぎ
ま
で
も
取
り
込
ん
で
い
る
。
教
会
は
在
来
の
文

.
化
的
伝
統
を
こ
の
よ
う
に
引
き
継

い
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ
ジ
澗
文
化
を

積
極
的
に
保
護
、
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
姿
勢
が
、
キ
リ
ス
ト
教
会

の
青
年
会
活
動
で
は
特
に
明
確
に
見
ら
れ
る
。
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④
訪
問
儀
礼

一
九
八
六
年
二
月
に
ヴ
ィ
ワ
教
区

の
日
曜
学
校

の
教
師
の
た
め
の
講
習
会
が
、

教
会
本
部
か
ら
二
人
の
講
師
を
招

い
て
開
か
れ
た
。
二
人
は
ヴ
ィ
ワ
村
の
牧
師

の
家

に
泊
ま
る
こ
と
に
な

っ
た
。
村
に
着
く
や
さ

っ
そ
く
牧
師
の
家
に
導
か
れ
、

ヴ

ェ
ラ
ン
ダ
に
敷
か
れ
た

マ
ッ
ト

の
上
に
座

っ
た
。
訪
問
者
は
、
ヤ
ン
ゴ
ナ
を

取
り
出
し
、
訪
問
の
挨
拶
と

一
晩

の
世
話
を
頼
む
儀
礼

(ωΦ
<
ロ
ωΦ
<
亘
)
を
行
な

っ
た
。
そ
の
日
の
晩
と
翌
朝
の
講
習
が
終

っ
た
後
、
二
人
は
村

の
牧
師
に
滞
在

中

の
世
話
に
対
す
る
礼
と
し
て
鯨
歯

(8
げ
⊆
鋤
)
を
贈

っ
た
。
こ
の
時
に
語
ら
れ

る
内
容
は
.
世
俗
儀
礼
の
場
合
と
同
じ
く

ロ
コ
・
ト

ゥ
イ

・
ヴ
ィ
ワ
を
禁
え
、

神

の
・加
護
を
祈
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
他
の
宗
派
(珍
で
は
、
ヤ
ン
ゴ
ナ
を
飲
む
こ
と
を
禁
じ
て

い
る
。
し
か
し
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
派
は
、
ヤ
ン
ゴ
ナ
を
使
う

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段

(ωΦ
<
磊
Φ
〈
⊆
儀
礼
)
と
、
そ
れ
に
よ

っ
て
成
立
し
て
い
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を
十
分
に
活
用
し
て
、
当
初
は
村
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
現
在
で
は
教
会

活
動
が
逆
に
そ

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
性
化
し
て
い
る
。

日
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
の
教

会
の
説
教

の
た
め
に
、
他
の
村
の
信
徒
説
教

者
(匹
四
口

く
鑑
5
靉⊆
)が
時
折
招
か
れ
る
。
ま
た
ヴ
ィ
ワ
村
が
小
教
区
だ

っ
た

一
九

八
四
年
以
前
に
は
月
に

一
回
、
日
曜
日
の
夜
に
小
教
区
内

の
三
村
が
交
互
に
訪

問
し
合

っ
て
礼
拝
儀
礼
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ワ

・
ヴ
ン
ガ
レ
イ
大
教
区

で
は
、

い
く

つ
か
の
村
が
ま
わ
り
持
ち
で
、
青
年
部

(ヨ
讐
鋤
く
Φぎ

惹

包

が
三

月

に

一
回

聖

歌
、
ポ

ピ

ュ
ラ
ー

ソ

ン
グ
、
教

会

劇
、
伝

統

的

な

踊

り

(ヨ
Φ評
Φ
)、
寸
劇
な
ど
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
な

っ
て
い
た
。

教
会
が
地
域
で
フ
ィ
ジ
ー
文
化
を
積
極
的
に
育
成
保
護
し
よ
う
と
し
て

い
る

.態
度
が
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
よ
く
分
か
る
。
伝
統
文
化
と
し
て
は
、
伝
統

的
な
踊
り

(8
Φ閃
Φ
)
が
、
村
の
長
老
か
ら
青
年
達

が
習

い
、
村
内
で
の
発
表
会

を
終
え
て
か
ら

コ
ン
テ
ス
ト
に
持

っ
て
い
か
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
フ
ィ
ジ
ー
に

新
し
く
も
た
ら
さ
れ
た
演
劇
が
、
教
会
劇
の
形
で
演
じ
ら
れ
る
。
聖
書
内

の
話

や
フ
ィ
ジ
ー

へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

の
歴
史
を
ド
ラ

マ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

聖
歌
の
歌
詞
は
す
べ
て
フ
ィ
ジ
i
語
で
あ
る
が
、
メ

ロ
デ
ィ
ー
は
西
洋
の
も

の

で
、
西
洋
音
楽
の
普
及
に
大
い
に
役
立

っ
て
い
る
。
聖
歌
と
ド
ラ

マ
が
教
会
で
、

メ
ケ
と
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
と
寸
劇
が
村
の
広
場
で
行
な
わ
れ
る
。

こ
の
大
会
は
、
青
年
が
村
の
代
表
者
と
し
て
の
責
任
を
負
う
唯

一
の
機
会
で

あ
る
。
主
催
村

に
着
く
と
、
そ
の
村

の
首
長
か
代
表
者
に
ま
ず
挨
拶
に
行
き
、

青
年
会
の
代
表
が
セ
ヴ
セ
ヴ
儀
礼
を
行
な
う
。
結
婚
前

の
若
者
が
村
を
代
表
す

る
形
で
こ
の
儀
礼
を
行
な
う
の
は
、
教
会

の
青
年
会

の
活
動
を
除

い
て
は
な

い
。

(b

)

コ
ミ

ュ

ニ
タ

ス

の

伝
統

ブ

レ
イ

ク

ア

ッ
プ

ー

年
末
の
教
会
儀
礼
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
頂
点
と
し
、
そ
の
前
夜

の
二
十
四
日

ま
で

一
氏
族
が

一
晩
、
教
会
で
の
礼
拝
儀
礼
を
主
催
す
る
。
二
十
五
日
の
早
朝

に
は
、
男
達
が
村

の
墓
場
に
言

っ
て
草
刈
り
を
す
る
。
こ
の
よ
う
に
ク
リ
ス
マ

ス
に
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前

の
異
教
徒
の
文
脈
に
基
づ
い
て
死
者
の
霊
が
留
ま
る

と
考
え
ら
れ
る
墓
場
の
掃
除
を
す
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
教
義
に
抵
触
す

る
。
し
か
し
こ
れ
は

一
般
に
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
慣
習
で
、
教
会
も
黙
認
し

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
年
最
後

の
日
曜
日
の
当
番
を
終

っ
た
婦
人
部

の

一
つ
の

班
が
、
牧
師
と
信
徒
牧
師
、
各
氏
族
を
代
表
す
る
長
老
や
村
会
議
長
を
迎
え
て
、

宴
を
昼
食
時
に
催
し
た
。
長
老
の

一
人
が
、
婦
人
部
の
そ
の
班
の
代
り
に
ゲ
ス
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ト
に
対
し
て
セ
ヴ
セ
ヴ
儀
礼
を
行
な

っ
た
。
村
会
議
長
が
そ
の
ヤ
ン
ゴ
ナ
を
受

け
た
。

最
後

の
日
曜
の
夜

の
礼
拝

(一〇
け二
)
終
了
後
、
先
程
の
家
で
、
ヤ
ン
ゴ
ナ
が
飲

ま
れ
た
。
杯
が
進
む
に
つ
れ

て
主
催
者

の
婦
人
達
か
ら
の
悪
戯
が
、
上
座

の
年

長
者
や
信
徒
牧
師
、
牧
師
に
仕
掛
け
ら
れ
た
。
各
人
の
前
に
置
か
れ
た
貝
殻
の

灰
皿
が
取
り
除
か
れ
、
代
り
に
大
き
な
鍋
が
置
か
れ
る
。
ヤ
ン
ゴ
ナ
用
の
椀

の

代
り
に
、
ス
ー
プ
を
盛
る
お
た
ま
に
ヤ
ン
ゴ
ナ
を
入
れ
て
、
皆
に
好
か
れ
て
い

る
老
人
に
持

っ
て
い
く
と
、
彼
は
驚

い
た
顔
を
し
て
そ
れ
を
飲
み
ほ
す
。
そ
の

お
た
ま
は
彼

へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
。

悪
戯
は
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
い
き
、
婦
人
用
の
服
が
ま
ず
先
程
の
長

老
に
着
せ
ら
れ
、

一
座
の
爆
笑
を
誘

っ
た
。
彼
も
男
性
用
の
服
を
持

っ
て
こ
さ

せ
、
そ
れ
を
贈
り
主
に
着
せ
て
仕
返
し
を
し
た
。
婦
人
服
が
そ
れ
ぞ
れ
上
座
の

年
長
者
に
着
せ
ら
れ
、
最
後
に
は
牧

師
が
女
装
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
男
女
の
境
界
ま
で
も
侵
す
よ
う
な

コ
ミ

ュ
ニ
タ
ス
状
態
が
現
出

し
て
い
る
。
そ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
朝
に
は
、
祖
先
の
霊
達
と
の
交
感
の
伝
統

的
手
段
で
あ
る
墓
の
掃
除
さ
え
も
行
な

い
、
こ
の
世
界
内
で
も
、
あ
の
世
と
も

親
密
な
関
係
を
作
り
出
そ
う
と
し

て

い
る
。
こ
の
意
味
す
る
も
の
は
、
長
老
の

一
人
が
期
せ
ず
し
て
吐

い
た
言
葉
に
表
わ
さ
れ
て

い
る
。
「す
べ
て
が
変
わ
る
時

(σq
曽
9
旨
P
ロ
一
く
Φ
一ω鋤
=
)
」
な
の
で
あ
る
。
年

の
終
わ
り
に
す

べ
て
が
変
わ
り
、

西
洋

の
暦

の
導
入
者
た
る
聖
職
者
も

「変
わ
る
」
時
で
あ

っ
た
。
こ
の
日
の
最

高
位

の
人
物
で
あ
る
牧
師
が
「変
わ

る
」
こ
と
に
よ

っ
て
、
象
徴
的
に
時
が
変
わ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
年
か
ら
し
ば
ら
く
続
く
無
礼
講
の
期
間

へ
の
序
曲

と
な

っ
て
い
る
。

ω
霊
的
レ
ヴ

ェ
ル
ー

神
と
神
々
-

(i
)
中
心
に
お
け
る
神
と

の
出
会

い

熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
出
会

っ
て
い
る
。

牧
師
に
な
る
よ
う
な

エ
リ
ー
ト
は
、
人
生
を
合
理
的
に
反
省
し
て
、こ
の
道
を
辿

っ
て
い
る
の
は
神
の
導
き
だ

っ
た
と
語
る
。
以
前
は
酒
ば
か
り
飲
ん
で
い
た
若

者
が
神
に
出
会

っ
て
改
心
し
、
熱
心
な
信
者
に
な

っ
た
例
も
あ
る
。
ま
た
金
鉱

で
働

い
て
い
た
時
、
仲
間
の

一
人
に
呪
術
を
か
け
ら
れ
た
の
を
知
り
、
必
死
の

思
い
で
教
会
に
逃
げ
込
み
、
神
に
祈

っ
て
呪
術
か
ら
救
わ
れ
た
老
人
が
い
る
。

彼
ら
は
現
在
熱
心
な
信
者
と
し
て
中
心
的
な
活
動
を
し
て
い
る
。

神
に
よ
る
病
気
治
癒

(神
と

の
出
会

い
)
、
信
仰
が
人
生
肯
定

の
契
機

(神
の

再
発
見
)
と
な

っ
て
い
る
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
体
験
や
認

識
は
、
教
会
で
中
心
的
な
役
割
を
に
な
う
人

々
に
と

っ
て
の
重
要
な
信
仰
の
基

盤
と
な

っ
て
い
る
。

("11
)
周
辺
に
お
け
る

「神
々
」
と
の
出
会

い

現
在

で
は
決
し
て
積
極
的

に
は
語
ら
れ
る

こ
と
が
な

い
の
が
伝
統
的
な

「神

々
」

で
あ
る
。
し
か
し

「神

々
」
に
関
す
る
現
象
が
お
び
た
だ
し
く
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
「神

々
」
は
通
常
テ
ヴ
ォ
ロ
と
言
わ
れ
る
キ
リ

ス
ト
教
以
前

の
土
着
の
神

々
で
、
守
護
神
的
な
氏
族
神

(評
巴
o
⊆
<
二
)
と
そ
の

他
の
悪
さ
を
す
る
精
霊

(《
巴
o
)
と
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
分
類
は
決

し
て
明
確
な
訳
で
は
な

い
が
、
氏
族
神
は
祖
先
神
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教

の
神
を

頂
点
と
す
る
階
層

の
下
に
現
在

で
は
組
み
入
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教

の
神
と
の
出
会

い
は
、
中
心
た
る
教
会
に
お

い
て
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し

「神

々
」
と
は
周
辺
的
な
領
域
で
出
会

い
、
常
に
問
題
を
は
ら
ん
で
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い
る
。
夜
中
無
意
識
に
歩
き
回
る
少
年
に
は
白
髪
の
老
婆
が
つ
い
て
い
る
と
言

わ
れ
る
。」
霊

の
娘
に
見
込
ま
れ
た
若

者
は
、
彼
女
が
訪
ね
て
く
る
と
癲
癇

の
症

状
を
示
す
。
そ
の
時
に
は
家
族
全
体

が
異
様
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
義
理
の
父

は
気
を
失

い
、
村
人
の
中
に
は
細
身

の
そ
の
霊

の
姿
を
見
か
け
た
と
い
う
者
も

い
る
。
ま
た
父
の
村
に
新
し
く
畑
を
拓

い
た
若
者
に
、
そ
の
土
地
の
神
が
怒

っ

て
開
墾
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
」
彼
が
反
抗
し
て
や
め
な
い
の
で
、

罰
と
し
て
彼
を
癲
癇
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
霊
的
存
在
と
の
出
会

い
は
、
空
間
的
に
は
村

の
敷
地
外
で
、
時
間

的
に
は
夜
で
あ
る
。
村
内
の
昼
間
は

「神
」
の
時
空
問
で
あ
り
、
「神
々
」
は
容

易
に
進
入
で
き
ぬ
領
域
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
逆
に

「神
」

の
領
域
は
常

に

「神

々
」
に
侵
さ
れ
て
お
り
、

フ
ィ
ジ
ー

の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
は
、
ま
さ
に
異

教
的
な
、
伝
統
的
な
他
界
と
の
緊
張
関
係
の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

(…m
)
両
世
界
を
体
現
す
る
信
徒
牧

師
の
存
在

ヴ
ィ
ワ
村

の
信
徒
牧
師

(<
帥
評
曽
け
四
≦
鋤
)
は
、
「神
」
を
体
験
し
て
信
仰
の
道

に
入

っ
た
。
し
か
し
霊
的
経
験
も
豊
富
に
あ
り
、
「神

々
」
(8
<
o
「
o
)
か
ら

の

攻
撃
も
よ
く
受
け
て
い
る
。
彼
は
ま
さ
に
両
世
界
を

一
身
に
体
現
し
て
い
る
境

界
的
存
在
で
あ
る
。

彼
は
育

っ
た
村

で
は

ほ
と
ん
ど
草

校

に
行
け
な
か

っ
た
。
自
分

で
勉

「強
を

し
た
い
と
思

っ
た
時
に
は
、
近
く
に
聖
書
し
か
な
く
、
そ
れ
だ
け
を
読
ん
で
い

た
。
牧
師
に
も

っ
と
勉
強
す
る
な
ら
養
成
所

へ
行
く
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
。
養

成
所
で
彼
は

一
番
年
上
だ

っ
た
が
、
ま
だ
字
が
書
け
な
か

っ
た
。
あ
る
日
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
い
た
時
突
然
気
を
失

っ
た
。
そ
の
後
急
に
字
が
書
け
る
よ
う
に

な

っ
た
。
こ
う
し
て
神

の
導
き
で
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
、
信
徒
牧
師
と
し
て

一
村
に
迎
え
ら
れ
、
次
に

一
九
入

一
年
か
ら
ヴ
ィ
ワ
島
に
赴
任
し
現
在
に
ま
で

到
る
。

彼
は
信
徒
牧
師
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ヴ
ォ
ロ
、と
の
か
か
わ
り
が
多

い
。
島

の
低
地
を
拓

い
て
畑
を
作
ろ
う
と
し
て
、

一
本

の
大
、き
な
木
を
切
っ
た
。

そ
の
晩
そ

の
木
に
住
む
二
人
の
テ
ヴ
ォ
ロ
が
彼
を
襲

い
、
彼
の
首
を
絞
め
殺
そ

う
と
し
た
。
し
か
し
何
と
か
振
り
ほ
ど
き
、
追

い
返
し
た
。

フ
ィ
ジ
ー
社
会

で
は
テ
ヴ
ォ
ロ
は
今
だ
に
強
力
な
力
を
持

っ
た
存
在
だ
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
か
か
わ

っ
た
者
に
は
何
ら
か
の
後
遺
症
が
残

っ
て
い
る
。

一

人
こ
の
信
徒
牧
師
だ
け
が
、
病
気

に
な
る
こ
と
も
な
く
、
独
力
で
追

い
返
し
て

い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
威
力
を
現
物
呈
示
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
信
徒
牧
師
と
い
う
立
場
が
、
彼
の
こ
の
状
況
を
説
明
す
る
。
彼
は
信

徒
の
代
表
と
し
て
村

の
信
者
の
面
倒
を
見
て
い
る
が
、
聖
職
者

で
は
な

い
。
教

区
牧
師
に
な
る
よ
う
な
人
間
ほ
、
合
理
的
精
神
を
持

つ
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
か
ら
、

土
着
的
な
霊
的
世
界
を
自
ら
体
験
す
る
こ
と
は
な

い
。
彼
ら
は
た
だ
信
者
に
憑

依
し
た
テ
ヴ
ォ
ロ
を
神
に
祈

っ
て
追

い
出
し
た
経
験
を
持

つ
だ
け
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し

い
つ
ま
で
も
牧
師
の
テ
ス
ト
に
合
格
し
な

い
信
徒
牧
師
は
、
土
着
的

な
精
神
的
風
土
に
な
じ
ん
で
お
り
、
霊
的
存
在
に
他

の
村
人
以
上
に
敏
感
で
あ

っ
た
。
他
に
も
同
様
な
信
徒
牧
師
が
い
る
が
、
彼
ら

の
場
合
に
は
常
に
キ
リ
ス

ト
教

の
神
が
結
局
は
勝
利
を
得
る

「他
界
観
」
を
呈
示
し
て
い
る
。

㈲

結

論

と

今

後

の
展

望

フ

ィ
ジ

i

人

が
、

フ

ィ

ジ
ー

に
住

む

イ

ン
ド

人

に

対

し

て
抱

く

イ

メ

ー

ジ

は
、
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こ
こ
に
述
べ
て
き
た
フ
ィ
ジ
ー
人
の
特
徴
と
こ
と
ご
と
く
対
立
す
る
。
彼
ら
の

日
常

の
社
会
的
関
係
は
、
ず

っ
と
厳
し

い
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
親
戚
・

の
家
か
ら
追

い
出
さ
れ
た
イ

ン
ド
人

の
家
族
が
、
政
府

の
建
物
の
軒
下
に
ベ
ッ

ド
を
待
ち
込
ん
で
避
難
し
て
い
た
話

が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
彼
ら
は
個
人

主
義
で
、
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。
村
を
作
り
、
村
の
た
め
に
時

間
と
労
力
を
さ
く
こ
と
は
な

い
、

フ
ィ
ジ
ー
的
伝
統
を
知
ら
ぬ
、
異
教
徒

で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
、

フ
ィ
ジ
i
人
は
相
互
扶
助
と
客
を
も
て
な
す
気
前
の
良
い

人
間
で
、
以
前
か
ら
の
伝
統
を
守
り
、
首
長
を
も
り
た
て
、
個
人
よ
り
も
村

の

た
め
に
力
を
尽
く
す
、
利
己
的
で
な

い
人
間
で
あ
る
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て

・
い
る
。
村
の
仕
事
か
ら
億
現
金
を
個
人
的
に
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
週
に

二
日
村
の
た
め
に
働
い
て
い
る
。
海
岸

の
埋
め
立
て
工
事
、
ト
イ

レ
の
設
置
、

儀
礼
の
会
場
作
り
な
ど
村

へ
の
奉
仕

に
な
る
活
動
と
、
村
の
予
算
獲
得
の
た
め

に
、
樹
皮
布
を
作
る
木

(ヨ
鋤
oo
一)
を
植
え
て
育
て
た
り
、
ナ

マ
コ
を
取

っ
て
中

国
人

の
貿
易
商
に
売

っ
て
い
る
。

」
社
会
関
係
は
、
ソ
リ
ー
ケ
レ
ケ
レ
の
基
盤

の
上
に
立

つ
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

キ
リ

ス
ト
教
的
な
隣
人
愛
よ
り
も
は
る
か
に
有
力
で
効
果
的
で
あ
り
、
こ
の
レ

ヴ

ェ
ル
で
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素

が
今
更
介
入
す
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ

キ
リ
ス
ト
教
は
妻
や
子

へ
の
愛
を
強
調
し
、
村
か
ら
個
人
を
引
き
離
す
方
向
に

向
い
て
い
る
の
が
キ
リ
ス
ト
教
的
な
愛
で
あ
る
と
い
う
皮
肉
な
現
象
を
見
せ
て

い
る
。

集
合

レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、

フ
ィ
ジ
ー

の
伝
統
的
文
化
が
豊
富
に
現
出
す
る
。
キ

リ
ス
ト
教
会
は
そ
れ
を
全
面
的
に
支
持
し
、
積
極
的
に
利
用
も
し
て
い
る
。
伝

統
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
普
及
し
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
現
在
で
は
そ
の

諸
活
動
を
通
し
て
逆
に
そ
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る

2̂。
)。

特
に
こ
れ
か
ら
フ
ィ
ジ
i
人
の
人
口
が
増
大
し
、
今
ま
で
の
よ
う
に
村
に
帰

っ
て
も
土
地
が
な
く
な
る
状
況
に
な

っ
て
問
題
に
な
る
の
が

〈
フ
ィ
ジ
i
人
主

義
〉
」で
あ
る
。
全
国
規
模

の
首
長
会
議
で
は
、
イ
ン
ド
人
の
現
在
以
上
の
進
出

を
警
戒
し
て
、
国
会
議
員

の
三
分
の
二
を
フ
ィ
ジ
i
人
が
確
保
し
、
総
督
と
首

相
に
は
フ
ィ
ジ
ー
人
が
必
ず
な
り
、

フ
ィ
ジ
i
人

の
土
地
の
権
科
と
漁
業
権
を

確
保
す
る
と
の
フ
ィ
ジ
i
入
主
義
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。
最
初
の
議
員

の
件
を

除

い
て
、
後
は
す
べ
て
現
状
維
持
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
決
議

で
は

敵
は
特
定
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
人
の
レ
ヴ

ェ
ル
で
も
そ
の
問
題
は
ま
だ
意
識

化
さ
れ
て
い
な
い
摯̂
。

集
会

の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
従

っ
て
、
首
長
制
と
と
も
に
表
面
に
出
て
く

＼

る
の
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。
訪
問
儀
礼
の
ス
ピ
ー
チ
は
神

の
加
護
を
祈
る
こ

と
で
終
る
。
会
場
の
第
二
位
の
席
は
聖
職
者

の
席

で
あ
る
。
彼
ら
は
儀
礼
が
首

長
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
執
行
さ
れ
る
の
を
目
撃
し
て
い
る
。
人
々
の
連
帯
感

が
強
ま
る
の
を
教
会
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
な
ら
、
教
会
も
そ
こ
で
の
決

議
を
支
持
し
て
い
る
事
に
な
る
。

最
後
に
、
フ
ィ
ジ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教

の
世
界
は
内
そ
れ
を
取
り
巻
く
「
神
々
」

の
世
界
を
ゐ
含
ん
で
成
立
し
て
い
る
。
そ
の

「神

々
」

の
世
界
は
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
を
個
人
の
レ
ヴ

ェ
ル
で
観
察
す
る
な
か
で
見
え
て
く
る
。
こ
の
世
界
は
同

じ
キ
リ
ス
ト
教
.徒
で
も
フ
ィ
ジ
ー

・
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
け
に
独
自
な
世
界
で
あ

る
。結
論
と
し
て
、
社
会
関
係
を
支
え
る
相
互
扶
助
の
シ
ス
テ
ム
は
非
常
に
根
強

い
も

の
で
、
都
市
に
住
ん
で
も
村
人
で
あ
る
こ
と
を
や
め
な
い
フ
ィ
ジ
ー
人
の

161



第

一
の
現
実
的
な
拠
り
所
に
な

っ
て

い
る
。
第
二
に
文
化
的
に
は
、
.フ
ィ
ジ
ー

文
化
そ
の
も
の
を
表
象
し
て
い
る
と

言
え
る
首
長
制
が
拠
り
所
に
な

っ
て
い
る
。

第
三
に
社
会
関
係
や
政
治
体
制
ほ
ど

明
確
で
は
な

い
が
、
そ
れ
ら
を
も
支
え
て

い
る
精
神
的
な
拠
り
所
は
、
「神
」
と

「神

々
」
と
か
ら
な
る

フ
ィ
ジ
ー
的
キ
リ

ス
ト
教
世
界
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
伝
統
主
義
、
首
長
制
擁
護
の
心
情
、
フ
ィ

ジ
i
人
主
義
と

い
っ
た
フ
ィ
ジ
i
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
.キ
リ
ス
ト
教
と

不
即
不
離
の
関
係
で
成
立
し
て
い
る
。

今
後
都
市
化
が
進
み
、
人
口
が
増
え
、
土
地
の
価
値
が
増
大
す
る
に
従

い
、

首
長
制
は
ま
す
ま
す
象
徴
的
に
な
る
が
、
逆
に
フ
ィ
ジ
i
人
主
義

(ナ
シ

ョ
ナ

リ
ス
ム
)
一の
問
題
が
表
面
化
し
て
こ
よ
う
。
そ
れ
故
、
今
回
現
時
点
の
問
題
を

こ
こ
に
整
理
し
て
お
く
意
味
が
あ
る
。

注
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三
m
㌦
.〉

一
〈
〉
閑
>
H≦
》
○
〉
い
>

Z
一
目
ぐ
謡
い
鬥芝

Hい
目
Z
目
い
国
ぐ
弔
国

H4
一
い
○
日
q

ぐ
弔
国
ω
国
い
閏

H⑩
Q◎
α
..讐
一〇
cQ
①
.男
団凱
も
.bっ
.

(
13
)
日
本

語
訳

に
関

し

て
は

、
日
本

フ
リ

ー

メ

ソ

ジ

ス
ト
教

会

で

の
名
称

と

、
大

阪

日
本

橋

キ

リ

ス
ト

教

会

の
津

村

牧

師

か

ら

の

ア
ド

ヴ

ァ
イ

ス
を

採

用
さ

せ

て
頂

い
た

。
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(14
)
こ
れ

は

謝

罪

の
儀

礼

(墨

一
σ
巳
二
げ
巳
ロ
)

と

言
う

。

大

き
な

問

題

は
村

会

議

に

か

か
る

の

で
村

全
体

が
か

か

わ

る

。
小

さ

な

問

題

で
も

首

長

へ
の
謝

罪

を

す

る

こ
と

で
終

始

符

が
う

た

れ

る

こ
と

に
な

る
。
以
前

は

、
病

人

が

出
た

時

に

も
、
首

長

へ
の
贈

物

が
な

さ

れ

.

た

。

(
15
)
一
九

八

六
年

一
月

始
め

、

教
会

の
婦

入
部

の
集

ま

り

が
ヴ

ァ

ヌ
ア

・
レ
ヴ

島

マ
ズ

ア
タ

地

区

の
中

心

の
村

ナ

ン
ド

ゥ
リ

で

あ

っ
た
。

そ

こ

で
牧

師

が

一
家

の
女

王

た

る

婦

入

達

に

金
、

品
物

、
愛

情

、
知

識

、
時

間
を

何

に

ど

の
位

注

ぐ

か
を

聞

い
た
。

そ

の
結

果

、
家

庭

が
満

点

の
五

十
点

を

と

り

、
次

に
教

会

三
四

点

、
学

校

三

二

点

、
村

三

〇

点

、
母

親

の
会

二
六

点

、

村

の
婦

人

会

二

四
点

、

そ

の
他

雑

事

が

第

二

位

の
四

〇

点

を

獲

得

し

て

い
た
。

(16
)
=
O
。巽

冖〉

罫

、茵

HZ
O
ω
田

勺
.d
×
8

a

d
ヨ

〈
Φ
邑

亳

牢

Φ
ωω
.6
①
譽

O
卜。圃
)も
℃
噛謡
為

①
.

ホ
カ

ー

ト

は
首

長

の
即

位

式

の
構

造

を

分

析

す

る

な

か

で
、

首

長

が
神

と

し

て
再

生

す

る
と

読

み

取

っ
て

い
る
。

(
17
)
橋

本

「
フ

ィ

ジ
ー

の
く
Φ
5
胃

o
≦

」
民

族

学

研
究

四

九
巻

一
号

、

一
九

八
四

年

、
O
O
b
刈
l
O
さ。

(
18
)
橋

本
、

同σ
圃α
も
O
.心
。。1
お
.

(
19
)
セ
ヴ

ン
ス

・
デ
イ

・
ア
ド

ヴ

ァ
ン

テ

ィ

ス
ト
派

と

か

、

エ
ホ

バ

の
証
人

の
よ

う

な

セ
ク

ト

で
は
、

ヤ

ン
ゴ

ナ

や

タ

バ

コ
な

ど
神

の
宿

な

る
身

体

を

害
す

る
も

の
を

禁

じ

て

い
る
。

(
20
)
キ

リ

ス
ト

教

以
前

で
は

、

戦

い
の
戦

略

と

し

て
村

落

間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

を

使

っ
て

い

た

が
、

現

在

で

は
キ

リ

ス
ト
教

会

の
活

動

だ

け

が

村

落

間

の
紐

を

強

化

し

て

い
る

と

訂

っ
て
も

過

言

で

は
な

い
。

(21
)
橋
本

、

一
九

八

四

筐

α
.
℃
P
①
〒
$

.

163


